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183− 60 第 10群 　胎 児 及 び そ の 附属 物 に 關 す る 問 題 日産 婦誌 10卷 2 号 臨時 増惣

　　　　　　　　村上恒男 ， 麥倉義司 ， 吉崎　宏

　　　　　　　　　　　　　（輻島医 大）　今村　寛

　　〔1 ） 胎盤 の 物質代謝及 び通過機序 の 組織化学的研

究．a）Cu ：岡 本 ， 宇多村法で妊娠ラ ッ テ 及び 人胎盤硫

鹸蛋珂勤靜注並 に　incubate　実beStAt行 つ 冫ttti，〒，　Cu 　Z・ま母 側

か ら も兒側 か らも 略 ぐ同様 に通過す る が ，
こ の 際 ， 絨毛

血 管周囲 に線状或は網状の配列を な し ， incubate では

上 記所見 の 他 Syncytium 細胞 （以下 Sy 細胞 と略 ） 基

底膜 に
一
致す る 線状 の 銅顆粒配列趣見 た．b）Fe ：入 胎

盤 を グ ル コ ン 酸鉄液 に incubateす る と鉄反應 は Sy 細

胞特 に基底膜附近 に著明に 陽 性 とな り基質へ は 網 状 の 配

列 を 以 て侵入 した ．c）Ca ： 溶解性 Caを証明す る爲 5 ％

NazHPO4 ÷10％ Formalin で 固定液 コ
ッ サ法を行 っ た。

人 胎盤 を Ca 液 rP に incubate す る と Ca は 直 ち に Sy

細胞内 に 入 る が 基底膜 附 近で 遮 断 され ， 基質へ の 移行 は

少 く， 基質内では網状 に 分布した．濃度の 変化 に 対 して

亳Sy 細胞内に 於 て の み 増減す る如 くであ る ．一
旦 incu・

bate した 胎盤 を 生食水に移 す と絨毛内の Ca は 殆 ん ど

消失す るが ，
こ れは昇汞で殺 した絨毛 で も大差 が な か つ

！t，Ca を 臍帯動 注す る と絨毛血管か ら基 質中を網泄配

列 を 以て 移 動 す る が 大部 分 は Sy 細胞基 底膜下 で遮断 さ

れ ， Sy 細胞 へ は殆ん ど移行 しな か っ た．　 d）糖 ：妊婦 に

葡萄糖液を靜注 ， 30〜40分 後 の 胎盤 に っ き糖原は カ ル ミ

ン 法，葡萄糖 は 岡本 法 に よ り染色す る と，絨毛基質 に 糖

原及び葡萄賠 の 軽度 の 増加 を見 た ．incubate で は Sy

細胞及び基質 に著明な 糖原増加 が起 り基質 に は 網状 の 配

列 が み られ た．e）脂肪 ： 脂 肪注 射液 Fatgen を 妊末 ラ ッ

テ に 注 射 ， 胎盤 を Sudan 皿他 で檢索 した．15分後に は

絨毛幹血 管内に ， 母 體撕 とは異 り，微細顆粒状 とな っ て

発見さ れ た が Sy 細胞 に は 増加 しな か っ た．胎仔諾臓器

に も15牙 後最高 に 達 し た ．妊初入胎盤の incubate 実諏

で は 15〜3D分後 に Sy 細胞，細胞芽 ， 細抱島 に稍 it増 加

し，60分後 に は 実 に 増 加 す る共 に 基 質 に も 証明で きた．

人 胎盤臍帯動注では 血管内 に大 きな 脂肪粒充濔を 見 るの

み で 基質へ の 移行はな か つ た ．こ 赧 よ脂肪通過 に は 粒

子の 小 さ くな る 必 要 性 を暗示 す る． f）Steroid　hormo −

nes ； Progesterone，　 Estrone
，
　 Testosterone　を 40％

Ethylurea十40％ Ethy 　 Lurethan 等混合液 に とか し，
妊末マ ゥ ス に 靜注 ， Ashbe1−Seligman 法 で 見 る と，直後

で は Sy 細胞 に最 多，30〜40分 で 最高 とな 軌 陽性 顆粒 は

Sy 細胞 の 基底膜附近 に 1列に 配列 し ， 次い で基質 に 僅

か に移行 した が 胎仔血 管 ， 諸臓器 に は 殆 ん どみ ら れな か

っ た ．各 Hormo11 間の 差 は な い．9）核酸 ：高濃度必須

ア ミ ノ 酸注射液 を 妊婦に 靜注 ， 胎盤 の 核 酸 を Feulgen

反應で み る と宋梢絨毛の Sy 細胞叢 に RNA の 軽度の 増

加を見 た が DNA 量 に は著変が な か っ た ．以上 を 要約 す

れば ， Fe
，　Cu は 容易に ，　 Ca は 稍 ぐ 困離，　 Steroid 大

量の 場合 に，脂肪は 特殊 な 朕態で通過す る様 に 見える，
こ の 際，Sy 細胞基底膜附近は母働か らの ， 及び兒側か．

らの 物質移動 に対して ， あ る障壁 とな る ら しい ．基質陣

の 物 質移動は格子線維を介す る こ とは rw　it確 実であ る．

糖は 過 剰 に與 え られ た 場合 ， 絨毛内で糖原に 合成貯蔵 さ・

れ，ア ミ ノ酸 は 核酸の 増量を来す と考 え られ る．

　 〔且〕胎盤抽出物 の 妊娠 中毒症症 状 惹起能力 に つ い ・

て ．正 常 及 び 中毒症胎盤 か ら 硫安
s〜6

！1。 飽和沈澱蛋自，

（？ノ1D 蛋白 と略），　 DINA ， 粗核蛋自を紬出 ， 各女 を妊

娠 マ ゥス に 1G  1Rg靜注 し，血圧 ，尿量 ， 尿蛋 白，諸 臓

器 の 組織学的檢査 を行 っ た 結果，中毒症胎盤の
3110

蛋 白

が症状惹起能力が 最強， 6
／1。 蛋白は 軽度の 昇圧作 用 が あ

っ たが組織変化 少 く，ヲ1D 蛋 自 ぽ昇圧作用 は弱い が 澀織

変化 が 強 か っ た ．全體 と して 中毒症 胎 盤 の 抽出物が症状

惹起能力が 強 か っ た が ，起 っ た 症状 間に 平行関係は必ず

しも存在しな か っ た．

誌 上 発表

　（1）　胎兒骨骼 レ 線像の 特異性に関す る一考察

　　　　 （新 宿 ロ 赤産院） 金杉　武，岡本十 二 郎

　　　　　　　　　　　　坂井 良雄 ， 鈴木 武徳

　妊娠の腹部 レ線撮影 に際 し胎児 骨骼 が 胎齢の 初期 よ り

認 め られ，此れ を妊娠 夊 は 胎齢診 断 に利 用 さ れ て い る 事
1

は 周知 の 事であ る．此処 に興味 あ る事 は 胎兒骨骼は 胎齢

の 初期 よ リレ 線の 吸牧度 が 甚だ 高 い 事実 で あ る ．妊娠後

半期殊 に 8 カ 月以後の 胎見眉骼 の レ線吸收度 は 同一
條件・

下に 於 け る母體 の そ れ らの 骨骼 の 吸收度 と比較して そ の

程度は 何 ら劣 らな い ば か りか 寧 ろそ れ 以 上 に高 い 程度を

示 す事す らあ る．此の レ 線 吸 牧 物質 が 特に 多量 に 胎 兒骨

骼 に沈着す る事実を基に して 私達 は そ の 本 態 並 び に意義

を究明 しっ s あ る．今 囘は そ の 第 1 の 段階 の 研究 とし て

同 時に 撮影 された 母體髯骼 と胎見帽骼の レ 線像 の レ 線吸：

牧度の 比較を示 して 此の 事 実 の 承認 を得た い と思う，図1
表略．

　（2） 人 胎晃 副腎皮質の 電子 顯徴鐃的觀察

　　　　　　　　　　　　　 （阪 大） 勝原 裕

　副腎が 性成熟に関係 し何等 か の 形で性 の 副腺 と して 働

い て い る ら しい と Mecke1 が 指摘 して 以 来 ， 副腎に関す

る研 究が進め られ て 来 た．人 胎児 の 胎兜層 （網版層） O ・

1’肖長は特異的で 2 ヵ 月頃 よ り漸次肥厚し ， T カ 月頃を ピ

ーク として退縮 し ， 新生 兒 で は 生後急 激 に減少す る とさ
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